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市税
27 億 9,960 万円

29.1％

地方交付税
26 億 3,000 万円

27.4％

国庫支出金
12 億 7,910 万円

13.3％

県支出金
6 億 0,535 万円
6.3％

繰入金
5 億 2,122 万円
5.4％

市債
5 億 1,660 万円
5.4％

地方消費税交付金
4 億 4,500 万円
4.6％

分担金及び負担金
1 億 3,031 万円
1.4％

その他
6 億 8,682 万円
7.1％

民生費
36 億 7,890 万円

38.2％

総務費
13 億 9,107 万円

14.5％

土木費
10 億 6,218 万円

11.0％

衛生費
9 億 0,953 万円
9.5％

公債費
7 億 8,865 万円
8.2％

教育費
6 億 8,966 万円

7.2％消防費
4 億 8,123 万円
5.0％

商工費
2 億 8,666 万円
3.0％

農林水産業費
1 億 8,305 万円
1.9％

議会費
1 億 1,306 万円
1.2％

予備費
3,000 万円
0.3％

災害復旧費
1 万円
0.0％

　一般会計及び９特別会計合わせて、189 億 6,472 万円で、前年度に比べ４億 4,190 万円、2.4％の増となり、

各会計間の重複額を除いた純計額では、176 億 4,826 万１千円で、前年度に比べ４億 4,440 万７千円、2.6％の

増となりました。一般会計は 96 億 1,400 万円で、前年度に比べ２億 1,600 万円、2.3％の増となりました。

　一般会計の歳入 (性質別 )につきましては、自主財源が 40億 1,824 万７千円で歳入全体の 41.8％を占め、前

年度に比べ１億 5,885 万９千円の増となり、依存財源は 55億 9,575 万３千円で歳入全体の 58.2％を占め、前年

度に比べ 5,714 万１千円の増となりました。

平成 29年度平成 29年度予算概要予算概要平成29年度平成 29年度予算概要予算概要平成29年度予算概要

合計
96 億 1,400 万円

歳入
（目的別）

歳出
（目的別）

合計
96 億 1,400 万円

扶助費
20 億 5,206 万円

21.3％

人件費
17 億 0,102 万円

17.7％

公債費
7 億 8,862 万円

8.2％

物件費
15 億 3,257 万円

15.9％

合計
96 億 1,400 万円

補助費等
12 億 2,208 万円
12.7％

維持補修費
5,075 万円
0.5％

普通建設事業費
5 億 1,613 万円
5.4％

災害復旧事業費
1 万円
0.0％

繰出金
16 億 0,412 万円

16.7％

その他
1 億 4,664 万円
1.6％

投資的経費
 5 億 1,614 万円
5.4％ 歳出

（性質別）

一般会計予算　96億 1,400 万円の内訳一般会計予算　96億 1,400 万円の内訳

①県支出金は、観光施設整備事業、静岡県知事選挙

　等の増により、６億 0,535 万３千円と見込み、前

　年度に比べ 6,498 万２千円、12.0％の増と見込み

　ました。

②繰入金は、学校施設整備基金、ふるさと応援基金

　からの繰入額等の増により、５億 2,122 万３千円

　と見込み、前年度に比べ 6,942 万２千円、15.4％

　の増。

③市債は、白浜地区防災センター建設事業、第５分

　団第１部詰所建設事業等の終了により、５億 1,660

　万円と見込み、前年度に比べ (△)9,700 万円、(△)

　15.8％の減。

～歳入の主な増減の要因～
①補助費等は、ふるさと応援寄附返礼品、地域おこ

　し企業人交流プログラム受入事業負担金等の増に

　より、前年度に比べ、１億 0,013 万３千円、8.9％

　の増。

②物件費は、基幹系システム更新関係、ふるさと応

　援寄附システム使用料等の増により、前年度に比

　べ 6,428 万５千円、4.4％の増。

③普通建設事業は、宮渡戸橋架替工事やゆのもと橋

　耐震補強工事、春日山遊歩道整備工事等の増によ

　り、前年度に比べ、7,290 万４千円、16.4％の増。

み や ん と

～歳出の主な増減の要因（性質別）～

特別会計及び事業会計当初予算

一般会計予算　96億 1,400 万円の内訳

190 万円

730 万円

302 万円

38 億 5,000 万円

27 億 0,800 万円

3 億 4,100 万円

4,150 万円

11 億 3,600 万円

12 億 6,200 万円

予算額

26.7％増

0％

0％

0.7％増

7.7％増

4.9％増

54.3％増

3.8％減

1.5％増

増減率

40 万円増

0

0

2,800 万円増

1 億 9,300 万円増

1,600 万円増

1,460 万円増

4,500 万円減

1,890 万円増

対前年度増減額会計名

稲 梓 財 産 区 特 別 会 計

下田駅前広場整備事業特別会計

公 共 用 地 取 得 特 別 会 計

国民健康保険事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

ばし

下
田
下
田
再
興

　

近
年
頻
発
し
、
被
害
が
甚
大
化

す
る
す
る
様
々
な
災
害
か
ら
、
市

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
ハ

ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
備
え

あ
る
盤
石
な
防
災
体
制
の
構
築
に

努
め
、
危
機
管
理
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

春
日
山
遊
歩
道
整
備
等
に
よ
る

避
難
路
確
保
を
は
じ
め
、
避
難
誘

導
標
識
や
看
板
の
設
置
、
防
災
用

倉
庫
の
整
備
、
テ
ン
ト
や
食
料
の

備
蓄
等
発
災
時
の
対
応
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
耐
震
補
強
事
業
の
一
環

と
し
て
宮
渡
戸
橋
の
架
替
工
事
、

ゆ
の
も
と
橋
耐
震
補
強
工
事
、
各

種
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
小
学
校

屋
内
運
動
場
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

や
消
防
施
設
の
充
実
等
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
訓
練
や
防
災
教
育
の
充
実
、

木
造
住
宅
耐
震
補
強
助
成
の
拡
充

と
と
も
に
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道

の
整
備
促
進
、
外
防
波
堤
整
備
等

イ
ン
フ
ラ
整
備
促
進
の
要
望
活
動

な
ど
も
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
や
ん
と
ば
し

　

効
果
的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
人
員
や

財
源
と
い
っ
た
行
政
資
源
を
効
率

的
に
活
用
す
る
施
策
で
あ
り
、
積

極
的
に
連
携
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

 　

賀
茂
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

及
び
賀
茂
地
方
税
債
権
整
理
回
収

協
議
会
が
活
動
実
績
を
上
げ
て
お

り
、
成
年
後
見
制
度
や
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
推
進
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
一
部
事
業
に
つ

い
て
は
、
連
携
及
び
運
用
が
開
始

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 　

賀
茂
地
域
教
育
振
興
セ
ン
タ
ー
、

地
籍
調
査
事
業
で
あ
り
ま
す
。

　

観
光
事
業
に
特
化
し
た
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
な
る
一
般
社
団
法
人

「
美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー
」
が

設
立
さ
れ
、
本
市
も
広
域
の
一
員

と
し
て
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

南
伊
豆
町
・
松
崎
町
と
の
１
市

２
町
に
よ
る
、
広
域
ご
み
処
理
施

設
の
整
備
が
検
討
さ
れ
、
基
本
構

想
策
定
の
た
め
の
任
意
の
協
議
会

設
立
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
田
の
大
き
な
魅
力
で
あ
る
自

然
環
境
や
文
化
財
の
保
護
・
保
全

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高

齢
者
・
福
祉
対
策
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
、
健
康
長
寿
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
の
施
策
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
拡
充
等
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
く
個
別
施
設
計
画

の
策
定
及
び
組
織
機
構
改
革
を
継

続
的
に
行
う
な
ど
、
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
下
田
の
再
興
を
支
え

る
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
、
中

長
期
的
な
視
点
に
配
慮
し
た
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
を
「
変
革
元
年
」

と
と
ら
え
全
力
を
傾
け
ま
す
。

　

下
田
市
を
再
興
す
る
こ
と
は
、

一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
常
に
「
市
民
の
心

を
我
が
心
と
し
て
」
諸
課
題
を
着

実
に
解
決
す
る
よ
う
市
役
所
職
員

と
と
も
に
、
一
丸
と
な
っ
て
邁
進

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
市
政
に
対
す
る
温

か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
下
田
市
議
会
３
月
定
例

会
に
お
い
て
市
長
が
表
明
し
た
平

成
29
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
と

な
る
考
え
方
、
「
施
政
方
針
」
と

「
予
算
」
概
要
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
ペ
ー
ジ
（
左
）
で
は
、
平
成

29
年
度
の
予
算
概
要
を
円
グ
ラ
フ

で
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
観
光
列
車
「
ザ
・

ロ
イ
ヤ
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
の
運

行
に
伴
う
お
も
て
な
し
の
気
運
醸

成
を
行
う
と
と
も
に
、
世
界
一
の

海
づ
く
り
事
業
の
一
環
で
あ
る
下

田
の
魅
力
を
子
ど
も
に
伝
え
る
講

座
の
実
施
、
地
引
網
を
活
用
し
た

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
農
業
の
展
開
を
目
指
し
、

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
活
用
し

た
オ
リ
ー
ブ
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、

身
近
な
里
山
整
備
に
よ
る
美
し
い

里
山
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
定
置
網
を
活
用
し
た
事

業
の
検
討
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
振

興
助
成
金
を
継
続
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
下
田
ブ
ラ
ン
ド
認
証

事
業
、
ア
ワ
ビ
等
の
稚
貝
放
流
事

業
、
漁
船
団
誘
致
対
策
事
業
等
へ

の
助
成
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

来
訪
者
が
周
遊
し
た
く
な
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
等
に
よ
る
道
路
の
高
質

化
や
連
続
性
の
強
化
、
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
の
整
備
の
準
備
な
ど
、
有

効
な
補
助
事
業
を
活
用
し
、
官
民

協
働
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

①
継
続
さ
れ
る
も
の

三
本
の
柱
以
外
の

　
　
　

重
視
す
べ
き
施
策

③
伊
豆
半
島
７
市
６
町
の

　
　
　
　
　
　

広
域
連
携

そ
の
他
の
重
要
事
業

④
県
の
施
策
以
外
の
広
域
連
携

②
本
年
度
開
始
さ
れ
る
も
の

②
産
業
振
興

防
災
対
策

①
ハ
ー
ド
事
業

②
ソ
フ
ト
事
業

③
市
街
地
活
性
化
策

広
域
連
携

下
田
再
興
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